
























































































学習者が内省・省察を行う機会を与える」（Danielson and Abrutly 1997: vi-vii）である。言語教育
への応用例には、（言語習得）評価のためのポートフォリオ（Smolen et al 1995, Santos 1997）、
教授ツールとしてのポートフォリオ（峯石 2002）、教職履修生のためのポートフォリオ
（Antonek et al 1997, Tanner et al 2000）など、様々な種類がある。言語教職課程履修生のための
ポートフォリオの一例としては、欧州評議会による「言語教育実習生用ヨーロッパ・ポー
トフォリオ（The European Portfolio for Student Teachers of Language; EPOSTL）」（Little et al  2007, Newby

























































































4.1  「英語科教育法 2」（概要）
筆者は、2015年度より和光大学において「英語科教育法2」（資格課程科目・選択）を非常
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して』（JACET教育問題研究会 2012）は、大学英語教育学会（The Japan Association of College





















































期に 1 回（計 2 回）の提出期
019学習者の「学び」の過程を可視化するための授業実践─英語科教員養成の視点から
表 4  「学習実践の記録」
表 3　Reflection Paper
総合評価 Great      Poor











































































程－「教育的推論と行為モデル（Pedagogical Reasoning and Action Model）」であり（Shulman









2002）、「学習者としての教師共同体の強化（Fostering a Community of Teachers as Learners; FCTL）」
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